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	試験場所、播種期および供試品種数（表１参照）
	耕種概要（十勝農試）
	民間育成品種を中心とするえだまめ20品種について、十勝・網走・北見・釧路および空知北部地域での露地直播栽培における生育および収量等の品種特性を明らかにした。
	供試品種を枝豆適期により早生から極晩生の6群に分類した。
	早・早中群では、標準の「サッポロミドリ」並の早生、耐倒伏性と規格内収量に優れた品種は無かった。「涼翠」および「黒玉すだれ」で規格内収量および規格内百莢重が優れたが、いずれも枝豆適期が5～8日遅く、耐倒伏性あるいは極短茎で草姿が劣った。
	中・中晩群では、「酒の友」が標準の「大袖の舞」並の枝豆適期で、最下着莢位置が高く規格内収量および百莢重に優れた。「ASB-03」と「サヤコマチ」は、「大袖の舞」とほぼ同じ枝豆適期で、最下着莢位置が高く規格内収量が標準品種並であり規格内百莢重が重くバランスにやや優れた。「三芳錦」は、「大袖の舞」より枝豆適期が4日遅いが、最下着莢位置が高く、規格内収量が同品種よりかなり多く、さらに百莢重に優れた。
	晩・極晩群では、標準品種の「いわいくろ」並の枝豆適期で、耐倒伏性と規格内収量に優れた品種は無かった。規格内百莢重については「タマフクラ」が供試品種中最も重く特徴的であった。
	食味総合評価は、ブランチング直後品では「湯あがり娘」と「恋姫」、農試冷凍保存品では「湯あがり娘」「恋姫」「茶香り」および「サヤコマチ」が安定して高い傾向にあった。
	地域農業センター等の試験では、普通大豆の「栄錦」「サヤコマチ」および「三芳錦」、黒大豆の「黒船」と「いわいくろ」の評価が複数箇所共通で評価が高かった。

